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赤血球204万，白血球12600,Hb－量（ザー リー ） 35%, 
また多尿p 糖尿を認めた．輸血などを施行し一般状態
の好転を待って切開排膿を行なった．膿蕩腔は多くは
上皮様組織で被われていた．数日後に呼吸困難を訴え
更に2日後に死亡した．剖検並に組織標本により膿湯
腔内面の上皮化および近接してアポクリン汗腺残存を
認めた． なお肺水腫を認め，腎は萎縮し左右各々約
60 g，糸球体の撒痕化，細尿管萎縮，細小動脈の肥厚
があった．
以上萎縮腎患者の啓部に発生した化膿性アポクリン
汗腺炎の症例を報告するとともに， 2' 3の文献的考
察を試みた．
